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最先端ＡＩ

内閣府ＡＩ政策推進室の福永哲郎統括官（左）へ申

し入れる（右へ）山添拓政策委員長、塩川鉄也衆院

議員、吉良よし子参院議員＝１日、参院議員会館
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　ＡＩ（人工知能）の開発・能力向上が

急速に進み、人間の制御を離れて暴走す

る事態となっています。ＡＩの管理・規

制を求める声が世界で高まるなか、日本

共産党国会議員団は１日、땎ＡＩ開発競

争がもたらす危険から国民と人間社会を

守るために、日本政府がただちに行動を

起こす」よう政府に申し入れました。
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